


















































研究目的 

1966 年に steele and Breｇが羊水細胞の培養とその染色体分析の成功を報告して以来,こ

の分野での発展は目覚しく,今や染色体異常や先天代謝異常を中心とした遺伝性疾患の出

生前診断は広くその有用性が認識されるとともに臨床検査として実用化の段階に入りつつ

ある。 

しかしながら,本診断法に不可欠な手技である羊水穿刺法は母児に対し多少とも危険をも

たらす可能性を有することから,検査精度の向上や適応の拡大と同時に,本法の母児に対す

る影響も重要な検討課題となっている。とりわけ,妊娠中期羊水穿刺の胎児に対する影響に

関しては,穿刺針による直接の障害はもとにより,羊水採取によってもたらされる胎内環境

の変化が胎児のその後の発育にいかなる影響を及ぼすかについての長期的かつ系統的な追

跡調査が要望されてきた。 

本研究はこのような情況のもとに,現在わが国で出生前診断を数多く手掛けている機関が

協力し,多数例の追跡調査をもとに出生前診断の有益性と安全性につき検討を加えんと企

まれたものである。 


